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2015年　年報　巻頭言

院長　増田　剛

　年報2015（通算VOL.28）が完成しました。早いもので院長に就任して５回目の巻頭言とな
ります。毎年これを書くにあたっては、１年前の文章を読み返し、期首の志をなるべく正確に思
い出すように心掛けています。

　2014年度は史上最悪と称された診療報酬改定と消費税増税が重なり、散々な目に遭いました
が、それでも電子カルテ更新など重要課題をやり抜いて2015年度に繋げることが出来た「挑戦
の1年」でした。そして新たな、更なる「飛躍」を展望した2015年度でしたが、幕開けは波乱
でした。４～５月のスタートダッシュで躓き、大きな赤字を計上しました。主たる原因のひとつ
は救急や時間外を担う医師体制上の困難でした。生え抜きの中心的内科医師を複数（退職で）失
い、物理的のみならず心理的にも「辛い春」を迎え、併せて産休や病休も重なった結果としての
体制困難でした。この時、病院目標に拘り、真摯に良き医療・介護の実現に尽力した職員集団の
存在と、医局運営委員会を中心に厳しい議論を重ね、医局集団が結束出来たことが、その後の「回
復」の原動力になったと感じています。一番大変な状況を中心的に支えた職員たちに心から感謝
したいと思います。夏には病休医師・産休医師の復帰、１年前に意を決して外部研修に出した救
急医が帰任し「空気」がガラリと変わりました。救急受け入れの伸びもさることながら、病院内
部の仲間意識がより強固になったように感じたのは私だけではないでしょう。
　その後も急性期病院としての「身体づくり」に努力を重ねました。救急車応需率の改善、救急
現場での研修医教育の充実など、目に見える変化も創り出しました。各診療分野での専門力量も
着実に向上していると思います（各科報告をご参照ください）。がん診療の分野では、懸案だっ
た埼玉県がん診療指定病院の指定を受け、他の中核的がん診療施設とともに、県内のがん診療の
発展に尽力する立場となりました。振り返れば、救急・急性期医療、がん医療を推進するという
当院のビジョンを一歩前に進め、その結果としての経営指標も大きく改善出来た１年でありまし
た。
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2015 年　年報　巻頭言

　2015年度は平和や憲法をめぐる重大事を巡って世の中が大きく揺れ動いた１年でした。安保
法制（戦争法）の強行採決は日本中を震撼させました。言語道断、許し難い暴挙ですが、一方で
立憲主義に団結する「ニュースター」を数多く世に放ったことは安保法制推進派の大きな誤算と
なることでしょう。私自身何度か国会前行動に参加しましたが、従来の取り組みでは見られなかっ
た顔ぶれが沢山集結している様子は、今までにない新しい日本の市民運動の萌芽と言えます。こ
のムーブメントは決して一過性ではありません。この国の未来を創造する主人公たちの熱い息吹
を感じさせます。
　病院職員個々の政治信条は様々で然るべきですが、医療や介護の大前提は平和・非戦であると
私は深く確信しています。平和憲法、辺野古、安保法制、そして、核兵器の問題などに対して、
逡巡なく主張していける病院であり続けたいと思っています。

　「無料低額診療事業」を遂に開始しました。元々、無差別・平等を掲げて奮戦してきたつもり
ですが、この制度対応を開始したからこそ出会えた人々がいる、という事実を突き付けられまし
た。地域で病人がどういう状況に置かれているのか、このことにもっと敏感にならなければなり
ません。実践があるからこそ判明する事実があり、その事実の積み重ねこそが制度を発展させる
最大の保証となるに違いありません。国の正式な統計でも格差と貧困が進行している事実は明ら
かです。まずは目の前の「対応」、そして、そこで得たエネルギーを糧に社会の「根治治療」を
進めていくことが求められていると思います。

　2016年度は医療提供体制の大再編（地域医療構想：上流改革）と地域包括ケア体制の整備（下
流改革）が急速に進む１年になるでしょう。春の診療報酬改定もその流れを方向付ける内容になっ
ています。急性期・救急医療とがん医療の推進という当院のビジョンの適否が真に問われること
になります。地域住民のニーズに応える為には、診療内容の充実と同様に医療経営を確固とした
ものにする努力が欠かせません。そして、それらの事業を担う、医師をはじめとした医療・介護
専門職を攻勢的に育て上げる課題に成功しなければなりません。「若者が働いてみたくなる病院」
になれるように、諸整備を進めていきたいと思います。
　地域医療を真に担いうる医療機関に成長する為に、2015年度の教訓を宝に、また一歩前進出
来る１年にする決意を述べて巻頭言と致します。
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Ⅰ．概要

◇病床数	 一般病床401床

	 	 	 （ハイケアユニット４床、緩和ケア病床24床、回復期リハビリテーション50床

	 	 	 を含む）

◇医師数	 67名（常勤）

◇標榜科	 内科、循環器内科、呼吸器内科、 消化器内科、緩和ケア内科、神経内科、小児科、

	 	 	 外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、 脳神経外科、産婦人科、

	 	 	 泌尿器科、皮膚科、眼科、耳鼻咽喉科、精神科、放射線科、麻酔科、リハビリテー

	 	 	 ション科、病理診断科、リウマチ科、臨床検査科、腎臓内科、 血液内科、糖尿病内科、

	 	 	 救急科、 泌尿器科（人工透析）、緩和ケア外科

◇専門外来  甲状腺、被爆、禁煙、在宅医療

◇１日平均外来患者数　1,025.0人

◇１日平均入院患者数　302.4人

◇指導医数　21名

◇研修医数　５名 (2015年 12月現在）

◆これまでのあゆみ
　当院は1978年の開院以来、地域住民・組合員の皆様と力を合わせて、一貫して無差別・平等

の医療・介護を追求し、より良き社会保障制度の確立に努力してきました。その実践として、当

院は開院以来「差額ベッド代無し」を継続しております。加えて、2016年には埼玉県より無料

低額診療事業の認定を受けました。

　当院は、地域医療に貢献すべく順次、医療機能の向上に努めてまいりました。1988年に埼玉

県より二次救急指定病院の認定を受け、1998年に日本医療機能評価機構認定基準「一般病院種

別Ｂ」の認定を受けました。2004年より包括医療費支払い制度（ＤＰＣ）に参加するとともに、

2013年には緩和ケア病棟（24床）を開設し、2015年にはがん診療指定病院の認定を受けるこ

とができました。2015年２月には産婦人科開設以来の分娩数24,000件に到達しています。

　当院の使命として、地域の医療活動を担う医師をはじめとした職員の育成に積極的に取り組ん

できました。1994年に厚生労働省より臨床研修指定病院（基幹型）の認定を受けました。2002

年にはＩＳＯ9001を取得し組織管理運営に品質マネジメントシステムの活用を開始しました。

　今後も引き続き、住民・組合員と一体となり、医師会や近隣の医療機関・介護施設とも力を合
わせて、個人の尊厳が守られるように地域医療の発展のために尽力してまいります。

１．概要
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◆病院の特色
　埼玉県の南部二次医療圏において、地域から期待される救急医療、がん診療を重点に急性期病

院としての機能と質の向上に力を注ぐとともに、ＷＨＯ（世界保健機関）が認定するＨＰＨ（ヘ

ルス・プロモーティング・ホスピタル）として患者、地域、職員へ質の高い保健予防活動を築く

ことを目指しています。

　同時に、地域医療を担う人材を育成するために各専門職種の教育プログラムと育成環境の充実

を図りつつ、教育研修センター・スキルスラボを整備してきました。同時に、自ら定めた臨床指

標（クリニカルインディケーター）に沿った取り組みと振り返りをマネジメントシステムとして

整備し、さまざまな機能・質の向上と職員育成を一体にすすめています。

　病院理念にもとづき、社会保障制度、社会資源の活用につなげることで生活困難な方が必要な

治療を適切に受けられるように、総合的なサポートの体制を確立し取り組みを広げています。
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人権をまもり、健康なくらしに役立つ医療を、地域とともにつくります。 

	 理念に基づく行動

	 ◆医療が保障される社会づくり

	 　□ 個人が尊重され、社会的不平等のない医療・福祉制度の実現をめざします。

	 　□ 最大の環境破壊である戦争に反対し、平和と環境をまもります。

	 ◆私たちの医療の目的と姿勢

	 　□ すべての人々が、健康に生き、尊厳をもって療養できるよう支援します。

	 　□ 利用者によりそい、自律を育み、安全・安心で最適な医療・介護を行います。

	 ◆医療従事者としての成長

	 　□ 科学的視点と高い倫理観をもち、医学の成果と社会の進歩に学びます。

	 　□ 地域のなかで、育ちあう喜びとやりがいを感じられる職員に成長します。

２．理念

1
.T

he outline
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３．目標
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交流もできました。

（３） 2016年３月４日に、ＷＨＯ（世界保健機関）

のＨＰＨ（健康づくりを積極的にすすめる病院）

認定プログラムに取り組んできた埼玉協同病院の

状況を確認するため、コペンハーゲンよりターネ

セン教授ら２名の審査員を招致して訪問審査が行

われました。電子カルテの記載を見て「患者さん

の健康問題の把握はされているか」「禁煙や運動な

どの健康づくりへの働きかけはされているか」を

確認したり、実際に患者さんや職員にインタビュー

をして確認がされました。その結果、埼玉協同病

院のＨＰＨ活動は５段階評価の最高位“ゴールド・

レベル ”に値すると評価を受けることができまし

た。

　ＨＰＨ認定プログラムは、ヘルスプロモーショ

ンの効果を検証する国際的な研究の一翼を担うも

のです。地域住民、患者、職員という３つの側面

からヘルスプロモーションにアプローチします。

　地域住民向けには、医療生協組合員と一緒に４

月７日にイオンモール川口前川店においてＷＨＯ

世界保健デーに取り組み、６月４日にはアリオ川

口において世界禁煙デーと世界禁煙週間にちなん

で、禁煙などの呼び掛けを行いました。今年から、

川口市の後援に加え、川口市保健センターの４名

の保健師が参加されて、一緒に市民の健康増進に

向けて取り組みました。

　また、埼玉県立大学健康開発学科の佐藤雄二教

授に監修をお願いして、体脂肪燃焼と筋力アップ

の運動となる「ココロンエクササイズ」を独自開

発しました。40～60代の方を対象にした「腹部」「下

肢」を中心とした運動プログラムです。地域の医

療生協組合員支部が20会場で開催した医療懇談会

で、ココロンエクササイズのＤＶＤ（縮小版）を

 （１） ４月１日に法人全体の新入職員の入職式を行

い、２日間の入職時研修を行った後、４月３日に

各事業所に配属となりました。埼玉協同病院には、

53名の新入職員が配属になりました。医師（初期

研修医）２名、薬剤師１名、保健師17名、助産師

３名、看護師13名、診療放射線技師４名、臨床検

査技師２名、臨床工学技士２名、理学療法士４名、

作業療法士１名、社会福祉士１名、事務総合職３

名の皆さんです。４月３日からは当院での本格的

な業務（研修）が始まりました。

　また、新卒の新入職員のほか、既卒の医師３名

（消化器内科後期研修医１名、糖尿病後期研修医１

名、外科医1名）を迎えることができました。外

科医師は、新潟県で初めての乳がん専門検査セン

ターである新潟ブレスト検診センターのセンター

長をされていた佐野宗明先生です。

（２） ４月１日付で埼玉協同病院は、埼玉県よりが

ん診療指定病院に指定されました。がんに関わる

相談支援の仕組みづくり、化学療法の質と安全性

向上の取り組み、がん診療に関わる専門職の計画

的な育成、緩和ケア病棟の開設など着実に実践を

積み重ねてきたことで指定となりました。

　７月９日に埼玉県がん診療連携協議会が開催さ

れ、院長、事務長が初めて出席しました。この協

議会は、埼玉県内の地域がん診療連携拠点病院と

県指定がん診療病院、あわせて25病院の代表が一

堂に会して、埼玉県内のがん診療の連携等の課題

について話し合う場です。 

　12月 21日は、乳がんをテーマに「がん診療講

演会」を開催しました。乳腺外科金子しおり医師

から「乳がんの基礎知識」、管理栄養士による「乳

がんと食の関係」、社会福祉士からは「癌にまつわ

るお金の話」がありました。参加者は熱心に学ばれ、

４．2015 年度活動報告
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中山和弘教授を講師に招き、

「急性期医療の質～何をアセ

スメントし介入するのか『健

康を決める力』を高める病院・

医療専門職の役割」をテーマ

に学習会を開催しました。埼

玉協同病院以外の方も含めて

67名の参加がありました。

（４） 今年も、多彩な子育て

支援の企画を開催しました。

　子育て教室を２教室開催し

ました。合計で68組の親子

が参加され、親子で保育士の指導によるふれあい

遊びをしたり子育ての悩みを交流しました。小児

科医師や助産師・管理栄養士からお話しさせてい

ただき、日頃の悩みの質問に応えることができま

した。子育てわいわいサークルへの参加希望もあ

りました。

　また、「孫と一緒広場」を開催しました。小児

科医と助産師から、今と昔の子育ての違いについ

てお話しさせていただき、祖父母としてどのよう

に孫や「パパ・ママ」と関わっていけば良いかを

見つめるきっかけにしていただきました。今回は、

９家族、13名の参加でした。

　さらに、今年は、「こども禁煙教室」に初めて取

り組みました。小学生７名、中学生７名が職員の

禁煙チームによる工夫を凝らした企画に参加しま

した。

　院内保育所、「つくし保育所」の主催で育児講座

を２回開催しました。１回目の講師には、さいた

ま市にある “めだか保育園 ”黛秋代園長をお招き

して、「楽しくなる子育て」をテーマに、豊富な経

験からいらいらしない子育ての秘訣など子育ての

ヒントをたくさん学びました。病院職員のほか地

域のお母さん５名など26名が参加しました。

　10月 27日、埼玉県立深谷第一高校で、当院

の助産師らが講師となり「いのちの授業」を行い、

紹介させていただきました。

　来院された方向けのヘルスプロモーションとし

て、病院の外来待合室で、担当職場が日替わりで

「あいうべ体操」や「すこしお（塩）生活」、「プラ

ス10」体操の紹介に取り組みました。また、外来

受診や入院の際の問診に、健康を阻害する要因（Ｓ

ＤＨ）に関する項目を聴きとり、対象となる方に

は健康づくりをすすめるパンフレットなどをお渡

しするように業務の手順を見直し実践してきまし

た。入院中の患者・家族向けには、リハビリ室で

病棟班会を開催し、放射線科、検査科の紹介と「腎

臓のはたらき」についてお話をしました。

　職員の健康増進のために、ノーリフトの取り組

みや就業前の腰痛体操に職場ごとに取り組みまし

た。食養科が主催して調理師による「夏バテ防止

（疲労回復）メニュー」等の職員対象の料理教室を

開催したり、レストラン「虹の森」では職員向け

の朝食メニュー（テイクアウト有）を始めました。

　６月８日から14日までノルウェーのオスロで開

催されたＷＨＯのＨＰＨ国際カンファレンスには、

埼玉協同病院から医師をはじめ４名（法人全体で

６名）が参加し、２名がポスター発表（①減塩推

進活動、②運動教室）、１人はシンポジストのパネ

ラーとして発表しました。

　また、３月１日には聖路加国際大学看護学部の
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した。

（７） 災害支援の取り組みを継続するとともに、防

災訓練に取り組みました。

　毎月、第４金曜日は法人として岩手県で行われ

ている「いわて生協・ふれあいサロン」支援に取

り組んでいます。埼玉協同病院からも毎回看護師

や介護職などが参加しました。長引く仮設住宅で

の生活の中で、血圧測定では高めの方も数名おら

れたと報告されています。

　避難から５年が経過しましたが、「あと３年で仮

設住宅を退出しなければならず、住居をどうする

かという話題が多かったのですが、地区によって

は地域の今後が定まっておらず、不安の多い選択

を迫られていることが伝わってきた」そうです。

　職員の総合防災訓練は年に２回実施しています。

地震による火災を想定し、初期消火活動、患者避

難を行うとともに、「トリアージ学習会」を開催し

て災害医療についての基礎知識を学び、大規模な

災害時に多数の傷病者が来院された場合の対応訓

練として、職員が医療スタッフ役と患者役に分か

れて災害救急訓練を行いました。

　また、10月 18日には、365名が参加された神

根連合町会の防災訓練に初めて参加させていただ

き、ＡＥＤの使い方・心肺蘇生法訓練のブースを

担当しました。災害拠点病院に準じる備えを整備

しようと取り組んできましたが、地域住民の皆さ

んと協力することが重要と改めて実感することが

できました。

　２月７日には加須市において、福島県双葉町か

323名の高校生が受講しました。1月17日には川

口市立中居小学校で、1月30日には東鷲宮小学校

でも助産師による「いのちの授業」が行われ、多

数の児童が命の大切さを学びました。

（５）各種の患者向け教室等の企画を開催しました。

　例えば、９月に開催した喘息教室では、小児科

医師が「治療法、日常生活の注意点など」、薬剤師

が「喘息の薬について」、理学療法士が「自宅で出

来る呼吸法について」をそれぞれお話ししました。

大人7名（５世帯）が参加しましたが、保育士２名、

ボランティア２名によりお子さん６名の保育も行

いました。

　９月に患者会「あしの会」が開催した「人工股

関節手術後の生活について」の講演会では、仁平

高太郎整形外科部長がお話をしました。会場いっ

ぱいの243名の方が参加されました。

　腎臓病教室は、年間に４回開催されました。毎回、

患者・家族、組合員が数十名参加して、医師、看護師、

臨床工学技士、管理栄養士が、それぞれの専門分

野から講師を務めました。希望により個別の相談

会や透析室の見学を行いました。

　また、５月に「マイかるて」のモニター員のつ

どいを開催するとともに、２月には「マイかるて」

の学習会を開催しました。電子カルテの見方など

を学び、「カルテ用語がよくわかった」、「自分が問

い合わせたことについて丁寧に書かれていた」と

の感想をいただくとともに、カルテの記載へのご

意見を聞く機会となりました。

（６） 11月に、物故・献体者合同慰霊祭を催しまし

た。これは過去５年間に埼玉協同病院でお亡くな

りになられた方々、特に病理解剖にご献体いただ

いた皆様への感謝と慰霊のため、５年ごとに職員

が列席し、黙祷をささげ献花を行っているものです。

　１月、緩和ケア病棟でお亡くなりになられた患

者様のご家族に呼びかけて、初めての遺族会を開

催しました。15家族 18名の方に参加いただきま
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権利と医療者の役割～インフォームド・コンセン

トの本当の意味は～」と題した学習会を江戸川大

学の隈本邦彦教授を講師にお迎えして開催しまし

た。医師13名をはじめ他の事業所からも20名が

参加するなど84名が参加しました。11月は「イ

ンフォームド・コンセント」をテーマに、今回は

シンポジウム形式で、保健師、社会福祉士、組合員、

がん患者を支援するＮＰＯ法人代表の方、医師が

発言し、50名の参加者で意見交換をしました。１

月は、12名のオブザーバー（司法修習生１名を含

む）の参加を得て、「個人情報の取り扱い・守秘義

務について」をテーマに開催しました。３月には、

約30名の職員とともに弁護士、研究者、組合員が

参加して拡大倫理委員会を開催しました。今回の

テーマは「積極的な治療によっても死期が迫って

いる状態での患者の意思を尊重した蘇生措置の実

施に関する指示」についてでした。　　

　２月には、在宅での看とりをテーマに緩和ケア

講習会を開催し、地域の訪問看護ステーションな

ど12事業所から看護師、ケアマネージャーなど

24名が参加しました。

　３月５日、当法人のさいたま総合診療医・家庭

医センター（ＳＧＦＡＭ）は、日本プライマリケ

ア連合学会埼玉支部の協力を得て、埼玉では初め

てとなる埼玉ポートフォリオ（家庭医研修のまと

め）発表会を当院で開催しました。今回は、県内

で家庭医療研修をしている４名の専攻医が発表し

ました。法人外の９つの病院からの参加があり、

25名の医師が交流しました。開会にあたり、日本

プライマリケア連合学会埼玉支部長の中根晴幸先

生からご挨拶をいただきました。

（９） 10月に開催した第32回地域医療懇談会には、

過去最高の44医療機関（行政機関含む）から84

名の医師、看護師、相談員などに参加していただ

き交流させていただきました。来賓として川口市

消防局次長兼救急課長、川口薬剤師会会長、川口

市保健センター長が列席され、川口市医師会徳竹

ら委託を受けている40歳未満の方の甲状腺エコー

の出張検診に取り組みました。原発事故の影響を

心配する県内や茨城県から65名の方が受診をされ

ました。

（８） 今年度も様々な講演会や研修会を開催しまし

た。

　10月に、埼玉協同病院主催で「臨床研修指導医

講習会」を開催し、全国各地から28名（当院５名）

の医師が受講しました。厚生労働省から認可され

た講習会で、修了者には厚生労働省から修了証が

発行されます。講習会の準備や講師の手配など、

自前で実施できる民間病院は少ないのですが、今

回７回目となりました。当日は、亀田総合病院総

合内科部長代理佐田竜一先生を講師に迎え「What 

is "a good education?" ～研修医の指導法・勉強会

の開き方～」の講義を新たに加え、外部講師３名

を含む13名の医師を中心に25名のスタッフで運

営しました。

　感染症対策委員会と教育研修センターの共催で

「感染症」の学習会を連続的に開催しました。10

月に城西国際大学看護部の鈴木明子准教授を講師

に迎え「感染学習会」を開催し、93名が参加し

ました。同時に「手指消毒ＡＷＡＲＤ」を開催し、

６月から取り組んできた手指消毒キャンペーンの

部門ごとの報告を受けて表彰を行いました。３月

には、順天堂大学医学部感染制御科学総合診療科

の上原由紀准教授を講師にお招きして「感染症診

療と感染対策」と題した学習講演会を開催しまし

た。外部からの参加者を含めて113名が受講しま

した。続いて同月、亀田総合病院地域感染症疫学・

予防センター長の細川直登部長をお招きして「感

染症」の学習カンファレンスを開催しました。参

加者27名（医師15名、メディカルスタッフ７名、

事務５名）で、症例を元にデータ等を提示しなが

ら３つのグループで鑑別診断を学びました。

　今年度は、倫理委員会主催で連続して公開（拡

大）倫理委員会を開催しました。９月は、「患者の



− 22−

埼玉協同病院　年報　2015 年　VOL.28（通巻第 30 号）

衛生の困難だった事例も著しく改善していま

す。

②６月１日、病児・病後児保育室をオープンし

ました。３月までで、延べ47名のお子さん

をお預かりしました。当院の院内保育所の利

用者だけでなく、いつもは他の保育所に通っ

ているお子さんも利用できます。預けたお母

さん職員も「院内にあるので、安心」と述べ

ています。

③７月には、教育研修センター（ＳＫＹＭＥ

Ｔ）に新たにスキルスラボをオープンしまし

た。スキルスラボとは、臨床技能の実習室の

ことです。基本的な診察、処置、治療のトレー

ニングを目的とした様々な実技をコンピュー

ター制御された人体模型などを使って実習す

ることができます。有効に活用して医療従事

者の臨床技術や質を高めたいと考えています。

④職員向けの認知症サポーター養成講座を３回

開催しました。今年度は合計で137名が受講

し、オレンジリングを受け取りました。 

⑤病院季刊誌「ふれあい」（12ページ）を新た

に発行しました。これまで発行してきた月刊

の病院だより「ふれあい」（タブロイド判）で

はお伝えしきれなかった当院の魅力を、豊富

なカラー写真とていねいな記事でご紹介して

います。どうぞ手にとってご覧ください。ホー

ムページからもご覧になれます。

（12）2015 年度の経営の到達は、年間累計では

予算の２倍を超える１億7600万円の経常剰余を

確保することができました。これは、外来、入院、

健診収益ともにすべて予算を大幅に超過すること

ができ、事業収益全体では予算を２億4500万円

超過する96億 8400万円に達したことによるもの

です。前年度よりも４億2700万円の増収となり

ました。一方で、事業費用は予算を１億7000万

円超過し、前年からは２億7900万円の増加でした。

英一会長からご挨拶をいただきました。佐野宗明

外科技術部長が「乳癌検診の精度管理」について

講演をしました。当院からは、管理医師、部科長

の15名の医師のほか30名余で応対しました。

（10） ５月から埼玉県に届出が受理され、「無料低

額診療事業」を開始しました。この１年間で29

件の医療費に関する相談を受け、そのうち、３件

について医療費の窓口負担を減免しました。また、

この相談を契機に、３件の方々が生活保護を受給

することになり、１件は国民健康保険の減免につ

ながりました。

　今年度は、様々な企画で「貧困と格差」が深刻

になっている社会状況を学びました。

　11月の全職種参加の症例検討会では、「亡くな

る直前にやっと患者になれた（受診できた）～幾

重にも重なった貧困を考える」をテーマに事例報

告を受け、事前に職場で話し合ってきたことを紹

介しながら「貧困」についてより深く考えること

ができました。

　２月の全職種参加の症例検討会では、ＮＰＯ法

人ほっとプラス代表理事の藤田孝典さん（『下流老

人』著者）を講師に招き、「生活困窮者の実態」に

ついて学びました。

　また、１月には埼玉協同病院を会場に、ＮＰＯ

法人北関東医療相談会が主催した外国人医療相談

会が取り組まれました。約10ヵ国の72名が相談

に訪れ、約80名のボランティアが対応しました。

ボランティアには医師、看護師、薬剤師をはじめ、

通訳、弁護士、社会福祉士など様々な職種や役割

があり、フードバンクなどの炊き出しも行われま

した。

（11） 2015年度からいくつもの新しい取り組みが

始まりました。

①４月から埼玉協同病院に歯科衛生士２名を常

勤職員として迎えました。口腔ケアの専門知

識や技能を普及したことにより、歯科・口腔
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　月　日	 	 行　事
10月１日	 ＩＰＷ成果発表会

10月３日	 臨床研修指導医講習会

10月７日	 外来患者満足度アンケート

10月８日	 地域医療懇談会

10月 15日	 高齢者にやさしいまちづくり

	 	 懇談会

10月 18日	 神根地区防災訓練

10月 19日	 第２回マネージメントレビュー

10月 26日	 駅前健康相談

10月 27日	 病棟班会

10月 28日	 手指衛生AWARD

11月２日	 公開倫理委員会

11月 10日	 ＩＳＯ維持審査

11月 14日	 ＪＡドリームフェスティバル

11月 18日	 卒１秋期集中講座

11月 24日	 接遇セミナー

11月 27日	 全職種症例検討会

12月１日	 ＨＰＨ患者アンケート

12月３日	 内部監査オープニング会議

12月８日	 研究倫理学習会

12月 17日	 卒２研修発表会

12月 19日	 子育てわいわいウインター

	 	 パーティー

12月 21日	 がん診療講演会（乳がん）

12月 29日	 病院忘年会

１月７日	 内部監査クロージング会議

１月12日	 トリアージ学習会

１月14日	 緩和ケア・デスカンファレンス

１月15日	 「データの取扱い」学習会

１月21日	 技術部卒１他部門研修

１月22日	 倫理学習会

１月26日	 接遇セミナー

１月28日	 感染合同カンファレンス

１月29日	 ＥＲ指導（寺澤医師）

１月30日	 後期総合防災訓練

　月　日	 	 行　事
４月３日	 新入職員研修

４月７日	 ＷＨＯ世界保健デー

４月16日	 2015年度目標検討会

５月１日	 メーデー集会

５月20日	 健診スタート集会

５月22日	 子育て教室

５月28日	 感染ＩＣ合同カンファレンス

５月31日	 かわぐちこまりごと相談会

６月４日	 手指消毒AWARDスタート集会

	 	 ＷＨＯ世界禁煙デー

６月６日	 ＩＰＷ中堅職員研修

６月12日	 ＩＰＷブラッシュアップ研修

６月16日	 たばこポイ捨て巡視

６月20日	 癒しのイベント

６月29日	 脳いきいき教室インストラクター

	 	 交流会

７月２日	 内部監査クロージング会議

	 	 川口自治体キャラバン

７月６日	 燃やせ体脂肪プロジェクト

７月13日	 第１回マネージメントレビュー

７月15日	 川口保健所立入検査

７月28日	 接遇セミナー

７月29日	 原水禁大会代表団事前学習会＆

	 	 壮行会

８月７日	 子育てわいわい健診

８月20日	 安全運転学習会

８月28日	 防災学習会

９月１日	 大規模地震時医療活動訓練

９月４日	 倫理委員会学習会「インフォーム

	 	 ドコンセント」

９月９日	 ＨＰＨ料理教室

９月11日	 原水禁世界大会報告集会

９月16日	 総合防災訓練

９月29日	 あしの会講演会

９月30日	 接遇セミナー

2015年度　主要行事
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　月　日	 	 行　事
１月30日	 遺族会

１月31日	 外国人無料健診相談会

２月４日	 緩和ケア学習会

２月７日	 双葉町甲状腺検診（加須）

２月９日	 薬薬懇談会

２月15日	 認知症サポーター養成講座

２月17日	 診療報酬改定学習会

２月18日	 ＱＩ交流会

２月20日	 つくし保育所育児講座

２月21日	 埼玉協同病院内科救急講習会

２月23日	 八重洲監査法人監査

２月24日	 全職種症例検討会

２月26日	 倫理委員会ＤＶＤ学習会

	 	 子育て教室

	 	 マイかるて学習会

３月１日	 学習会「健康を決める力」

３月３日	 部門ＲＭ活動報告交流集会

３月４日	 ＨＰＨサイトビジット

３月５日	 ＳＧＦＡＭポートフォリオ発表会

３月14日	 第３回マネージメントレビュー

３月17日	 埼玉県がん診療連携協議会

３月18日	 上原医師講演会

	 	 倫理学習会

３月24日	 卒１臨床研修発表会

	 	 初期研修医修了発表会

３月25日	 細川医師カンファレンス

３月26日	 つくし保育所お別れ会

３月31日	 医療機能評価キックオフ集会
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６．委員会組織図
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がん性疼痛緩和指導管理料

がん患者カウンセリング料

小児科外来診療料

糖尿病透析予防指導管理料

院内トリアージ加算

夜間休日救急搬送医学管理料

ニコチン依存症管理料

開放型病院共同指導料

地域連携診療計画管理料

がん治療連携計画指導料

がん治療連携管理料

肝炎インターフェロン治療計画料

薬剤管理指導料

医療機器安全管理料１

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者

　訪問看護・指導料

ＨＰＶ核酸検出

検体検査管理加算 （Ⅰ）

検体検査管理加算 （Ⅳ）

時間内歩行試験

神経学的検査

皮下連続式グルコース測定

コンタクトレンズ検査料１

小児食物アレルギー負荷付加検査

センチネルリンパ節生検

画像診断管理加算１

画像診断管理加算２

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

抗悪性腫瘍剤処方管理加算

外来化学療法加算 1

無菌製剤処理料

脳血管疾患等リハビリテーション料 （Ⅰ）

運動器リハビリテーション料 （Ⅰ）

呼吸器リハビリテーション料 （Ⅰ）

基本診療料の施設基準
一般病棟入院基本料（７：１入院基本料）

臨床研修病院入院診療加算

救急医療管理加算

妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算

医師事務作業補助体制加算（15：１）

急性期看護補助体制加算（50：１）

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

重症皮膚潰瘍管理加算

がん診療連携拠点病院加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算１

感染防止対策加算１（感染防止対策地域連携加算）

患者サポート体制充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

退院調整加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

救急搬送患者地域連携受入加算

総合評価加算

病棟薬剤業務実施加算

後発医薬品使用体制加算２

データ提出加算１

ハイケアユニット入院医療管理料１

回復期リハビリテーション病棟入院料２

その他届出
入院時食事療養（Ⅰ）

特掲診療料の施設基準
糖尿病合併症管理料

７．施設基準



− 30−

埼玉協同病院　年報　2015 年　VOL.28（通巻第 30 号）

２．ＩＳＯ9001：2008／ＩＳＯ14001：2004

登録

３．マンモグラフィ検診施設画像認定

４．卒後臨床研修評価機構認定

５．医療被ばく低減施設認定

難病患者リハビリテーション料 

集団コミュニケーション療法

精神科デイ・ケア「小規模なもの」

透析水水質確保加算１

乳がんセンチネルリンパ節加算１及び２

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

体外衝撃波胆石破砕術

体外衝撃波膵石破砕術

腹腔鏡下肝切除術

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

医科点数表第２章第10部手術の通則５及び６

（歯科点数表第２章第９部の通則４を含む）に掲

げる手術

輸血管理料 Ⅱ

輸血適正使用加算

麻酔管理料 （Ⅰ）

実物大臓器立体モデルによる手術支援

公的機関施設認定一覧
１．健康保険　国民健康保険　社会保険　共済

組合

２．母体保護法指定医

３．指定医療機関　生活保護法

４．労災保険指定医療機関

５．労災保険二次健診等給付医療機関

６．原子爆弾被爆者指定医療機関

７．未熟児養育医療機関

８．救急告示病院

９．指定自立支援医療機関（精神通院医療）

10．指定自立支援医療機関（育成医療・更正医療・

腎臓に関する医療）

11．埼玉県がん診療指定病院

12．無料低額診療事業施設

任意機関施設認定一覧
１．日本医療機能評価機構認定
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括弧内は認定日

	 教育研修指定関係

	 １．日本外科学会専門医制度修練施設（1988.01.01） 

	 ２．日本内科学会認定医制度教育病院（1992.04.01） 

	 ３．日本循環器学会認定循環器専門医研修施設（1992.04.01） 

	 ４．日本皮膚科学会認定専門医研修施設（1993.04.01） 

	 ５．日本病理学会研修登録施設（1996.04.01） 

	 ６．日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設（1997.04.01） 

	 ７．日本糖尿病学会認定教育施設（2000.11.27） 

	 ８．日本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療専門医（Ver.2）研修施設（2000.12.01） 

	 ９．日本血液学会認定血液研修施設（2002.04.01） 

	 10．日本臨床細胞学会認定施設（2003.09.30） 

	 11．日本小児科学会専門医研修施設（2003.10.01） 

	 12. 日本泌尿器科学会専門医教育施設（2004.04.01） 

	 13．日本リハビリテーション医学会研修施設（2005.09.10） 

	 14．日本精神神経学会精神科専門医制度研修施設（2006.04.01） 

	 15．日本消化器内視鏡学会指導施設（2006.12.01） 

	 16．日本整形外科学会専門医制度研修施設（2009.09.17） 

	 17．日本リウマチ学会教育施設（2010.09.01） 

	 18．日本がん治療認定医機構認定研修施設（2010.11.01） 

	 19．日本在宅医学会認定専門医制度研修施設（2011.04.01）

	 20．日本臨床検査医学会認定病院（2012.01.01） 

	 21．日本輸血細胞治療学会認定医制度指定施設（2012.05.14）

	 22．日本麻酔科学会麻酔科認定病院（2014.04.01）

	 23．日本総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医特定研修施設（2014.05.10）

	 24．日本胆道学会認定指導医制度指導施設（2014.10.31）

	 25．日本超音波医学会認定超音波専門医制度研修指定施設（2015.04.01）

	 関連施設 

	 26．日本消化器病学会関連施設（2008.01.01） 

	 27．日本呼吸器外科学会呼吸器外科専門医制度関連施設（2010.04.01）

８．教育研修指定関係
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	 28．日本透析医学会専門医制度教育関連施設（2010.11.26）

	 29．認定輸血検査技師制度指定施設（2012.04.01）

	 30．日本乳癌学会認定医専門医制度関連施設（2013.01.01）

	 31．日本消化器外科学会専門医制度関連施設（2013.04.01）

	 32．日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設（2014.10.05）

	 33．日本呼吸器学会関連施設（2014.12.05）


